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平地は、相変わらずの、⻩葉の道中が、続いた。 
⼀⾒、平凡なようだが、⼤型⾞も通⾏するのだろう。ディボット（⽳）もあるかも・・・ 

凍結の問題もある。運転中は、ルンルンという、気分にはなれない。 
しかし、楽しくやらないと、ひとり旅が、⾯⽩くない。 
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やがて、⼤きな鉄橋との出会い。今⽇の⽬的地も近い。安⼼感もあるが、 
河川の側は、温度が、低くなっているので、路肩などは、時に、凍結している事もある。 

慎重に、スピードはあげず、バックミラーに、サイドミラー、 
眼前に、広がる光景も、注視。フットワークよく、駐停⾞を繰り返す。 

 
 
 

 

 
 
 

やがて、道路の両サイドは、雪模様。 
私は、豪雪でなければ、⼤歓迎。脇道や横道へも、移動できる。 

時に、危険と背中合わせだが、好奇⼼が喜ぶ。 


